
令
和
四
年
度
中
学
校
第
一
学
年
国
語
正
答
表

大
問

中
問

小
問

通
し

正

答

備

考

番
号

①

１

ま
（
し
）

○
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
等
の

②

２

降
（
る
）

誤
り
は
許
容
。

③

３

観
察

二

４

２

三

５

３

６

４

一

７

１

８

ア

立
春

例
そ
の
葉
を
つ
ん
で
で
き
る
新
茶
は
、
昔
か
ら
か
お

○
同
意
可
。

９

イ

り
や
味
が
よ
い
と
人
々
に
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た

（
三
十
七
字
）

三

４

一

２

二

１

Ｂ

２

Ａ

３

Ｃ

12

例
（
そ
れ
は
タ
カ
が
、
）
海
路
の
短
い
鳴
門
海
き
ょ
う
を

○
「
鳴
門
海
き
ょ
う
」
と
い
う

選
ぶ
こ
と
で
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
少
し
で
も

言
葉
を
用
い
、
「
海
路
の
短
い

短
く
す
る
た
め
で
あ
る
（
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

鳴
門
海
き
ょ
う
が
タ
カ
の
渡

（
四
十
二
字
）

り
に
都
合
が
い
い
」
と
い
っ

た
内
容
が
書
け
て
い
る
こ
と
。

２

14

４

15

３

例
君
た
ち
の
未
来
が
、
真
夏
の
太
陽
の
よ
う
に
か
が

○
同
意
可
。

や
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

（
三
十
一
字
）

例
こ
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

○
Ｂ
と
Ｃ
が
結
び
つ
い
た
内
容

っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
己
を
確
立

で
、
具
体
的
に
書
け
て
い
る

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
か
が
や

こ
と
。

く
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

（
七
十
字
）
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四
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令
和
４
年
４
月

通
し

番
号

令
和
四
年
度
中
学
校
第
一
学
年
国
語
正
答
表

大
問

中
問

小
問

通
し

正

答

備

考

番
号

①

１

ま
（
し
）

○
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
等
の

②

２

降
（
る
）

誤
り
は
許
容
。

③

３

観
察

二

４

２

三

５

３

６

４

一

７

１

８

ア

立
春

例
そ
の
葉
を
つ
ん
で
で
き
る
新
茶
は
、
昔
か
ら
か
お

○
同
意
可
。

９

イ

り
や
味
が
よ
い
と
人
々
に
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た

（
三
十
七
字
）

三

４

一

２

二

１

Ｂ

２

Ａ

３

Ｃ

12

例
（
そ
れ
は
タ
カ
が
、
）
海
路
の
短
い
鳴
門
海
き
ょ
う
を

○
「
鳴
門
海
き
ょ
う
」
と
い
う

選
ぶ
こ
と
で
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
少
し
で
も

言
葉
を
用
い
、
「
海
路
の
短
い

短
く
す
る
た
め
で
あ
る
（
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

鳴
門
海
き
ょ
う
が
タ
カ
の
渡

（
四
十
二
字
）

り
に
都
合
が
い
い
」
と
い
っ

た
内
容
が
書
け
て
い
る
こ
と
。

２

14

４

15

３

例
君
た
ち
の
未
来
が
、
真
夏
の
太
陽
の
よ
う
に
か
が

○
同
意
可
。

や
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

（
三
十
一
字
）

例
こ
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

○
Ｂ
と
Ｃ
が
結
び
つ
い
た
内
容

っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
己
を
確
立

で
、
具
体
的
に
書
け
て
い
る

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
か
が
や

こ
と
。

く
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

（
七
十
字
）
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Ｃ

一二三 三 二 一

Ｂ

令
和
４
年
４
月

例 例 例

例

こ
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
己
を

確
立
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で
、

か
が
や
く
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

で
、
自
分
の
考
え
が
具
体
的

に
書
け
て
い
る
こ
と
。

令
和
四
年
度
中
学
校
第
一
学
年
国
語
正
答
表

大
問

中
問

小
問

通
し

正

答

備

考

番
号

①

１

ま
（
し
）

○
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
等
の

②

２

降
（
る
）

誤
り
は
許
容
。

③

３

観
察

二

４

２

三

５

３

６

４

一

７

１

８

ア

立
春

例
そ
の
葉
を
つ
ん
で
で
き
る
新
茶
は
、
昔
か
ら
か
お

○
同
意
可
。

９

イ

り
や
味
が
よ
い
と
人
々
に
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た

（
三
十
七
字
）
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３
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12

例
（
そ
れ
は
タ
カ
が
、
）
海
路
の
短
い
鳴
門
海
き
ょ
う
を

○
「
鳴
門
海
き
ょ
う
」
と
い
う

選
ぶ
こ
と
で
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
少
し
で
も

言
葉
を
用
い
、
「
海
路
の
短
い

短
く
す
る
た
め
で
あ
る
（
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

鳴
門
海
き
ょ
う
が
タ
カ
の
渡

（
四
十
二
字
）

り
に
都
合
が
い
い
」
と
い
っ

た
内
容
が
書
け
て
い
る
こ
と
。

２

14

４

15

３

例
君
た
ち
の
未
来
が
、
真
夏
の
太
陽
の
よ
う
に
か
が

○
同
意
可
。

や
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

（
三
十
一
字
）

例
こ
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

○
Ｂ
と
Ｃ
が
結
び
つ
い
た
内
容

っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
己
を
確
立

で
、
具
体
的
に
書
け
て
い
る

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
か
が
や

こ
と
。

く
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

（
七
十
字
）
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和
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年
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学
校
第
一
学
年
国
語
正
答
表

大
問

中
問

小
問

通
し

正

答

備

考

番
号

①

１

ま
（
し
）

○
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
等
の

②

２

降
（
る
）

誤
り
は
許
容
。

③

３

観
察

二

４

２

三

５

３

６

４

一

７

１

８

ア

立
春

例
そ
の
葉
を
つ
ん
で
で
き
る
新
茶
は
、
昔
か
ら
か
お

○
同
意
可
。

９

イ

り
や
味
が
よ
い
と
人
々
に
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た

（
三
十
七
字
）

三

４

一

２

二

１

Ｂ
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３

Ｃ

12

例
（
そ
れ
は
タ
カ
が
、
）
海
路
の
短
い
鳴
門
海
き
ょ
う
を

○
「
鳴
門
海
き
ょ
う
」
と
い
う

選
ぶ
こ
と
で
、
海
上
を
飛
び
続
け
る
時
間
を
少
し
で
も

言
葉
を
用
い
、
「
海
路
の
短
い

短
く
す
る
た
め
で
あ
る
（
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

鳴
門
海
き
ょ
う
が
タ
カ
の
渡

（
四
十
二
字
）

り
に
都
合
が
い
い
」
と
い
っ

た
内
容
が
書
け
て
い
る
こ
と
。

２

14

４

15

３

例
君
た
ち
の
未
来
が
、
真
夏
の
太
陽
の
よ
う
に
か
が

○
同
意
可
。

や
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

（
三
十
一
字
）

例
こ
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

○
Ｂ
と
Ｃ
が
結
び
つ
い
た
内
容

っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
己
を
確
立

で
、
具
体
的
に
書
け
て
い
る

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で
、
か
が
や

こ
と
。

く
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

（
七
十
字
）
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